
皮膚の病気の治療では、ほ

とんどの場合塗り薬を使いま

す。炎症を抑える目的の副腎皮

質ステロイド薬をはじめ、病原

体を抑える抗真菌薬、抗ウイル

ス薬、抗細菌薬、傷の治りを促

進する亜鉛華軟膏などの薬、保

湿を目的とする尿素軟膏など

様々な薬があり、また剤形にも

軟膏、クリーム、ローションなどがあります。ここでは皮膚科の診療で最もよ

く使われるステロイド薬についてお話します。むやみに副作用を恐れて使わな

い人もありますが、正しく使えば何ら心配の要らない薬です。 

ステロイド薬は、かぶれ、虫刺され、アトピー性皮膚炎などのときによく使

われます。その強さは５段階に分けられており、病気の程度にあった薬を塗る

ことが大事です。ひどくかぶれているのに、怖がって弱いステロイド薬をいく

ら塗っても、ダラダラと長く症状が続くことになります。 

人の体には、塗り薬をよく吸収するところとそうでないところがあります。

皮膚の薄い顔、首、腋の下、陰部は薬をよく吸収して効率的ですが、副作用が

出やすいことに注意しなければなりません。一方、指、手のひら、足の裏など

皮膚の厚い部分は、副作用も出にくいため他のところより少し強めに薬を処方

します。 

ステロイド薬は、治りきるまで塗ることが大事です。１日２～３回（朝、夕

方、寝る前など）発疹の部分だけ薄く光る程度、決して擦り込まないように塗

ってください。擦り込むと痒みが増すことがあります。頭皮など硬い毛のある

ところはローション剤を使いますが、毛につかないよう、一滴落としてクッキ

ー１枚分くらいに地肌に伸ばしてください。発疹が完全に

なくなるまで塗り続けることが大事です。途中で急にやめ

たりするとかえってひどくなることもあります。 

何の病気も同じですが、皮膚の病気も早期に適切な治

療をしなければなりません。よくわからない薬を塗ってこ

じらせてしまうと、かえって治療が長引いて、治ってもシ

ミやカタが残りやすくなります。たかが塗り薬、と思わず、

早めに皮膚科専門医にかかってください。塗り方その他で

疑問があれば、薬局の先生か皮膚科専門医にいつでもお気軽にご相談ください。 


